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【
う
ら
へ
続
く
】

イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
に
カ
ン
パ
を
お
願
い
し
ま
す

　
　
　
　
　
　

イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
編
集
委
員
会

　

稲
田
防
衛
相
が
問
題
発

言
。「
都
議
選
自
民
党
候

補
の
応
援
で
『
防
衛
省
・

自
衛
隊
・
防
衛
大
臣
、
自

民
党
と
し
て
も
お
願
い
し

た
い
』
と
訴
え
た
」「
自

衛
隊
の
政
治
利
用
は
公
選

法
・
自
衛
隊
法
違
反
だ
」

「
公
務
員
の
地
位
利
用
に

も
引
っ
か
か
る
」「
こ
ん

な
イ
ロ
ハ
の
イ
も
知
ら
な

　
「
社
会
と
経
済
の
軍
事

化
の
流
れ
に
抗
す
る
と
と

も
に
、
科
学
の
平
和
的
、

民
主
的
発
展
の
た
め
に
、

軍
事
研
究
に
反
対
し
ま

す
」
と
６
月
25
日
、
学
術

と
学
術
体
制
の
あ
り
方
を

問
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開

か
れ
ま
し
た
。
日
本
科
学

者
会
議
（
Ｊ
Ｓ
Ａ
）
の
主

催
で
、
約
１
６
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

日
本
学
術
会
議
前
会
長

の
広
渡
清
吾
氏
が
「
科
学

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
軍
事

研
究
」
と
題
し
講
演
。
軍

事
研
究
拒
否
は
、
歴
史
の

過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
こ

と
を
社
会
的
責
任
と
す
る

科
学
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
立
場
と
強
調
。
安
倍
政

権
の
も
と
で
、
防
衛
省
が

進
め
る
重
要
性
を
説
き
ま

し
た
。

　

ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞

受
賞
者
の
益
川
敏
英
氏
と

精
神
科
医
の
香
山
リ
カ
氏

が
対
談
。「
研
究
成
果
を

軍
事
利
用
さ
れ
る
か
も
し

れ
な
い
と
き
、
科
学
者
は

何
を
す
べ
き
か
」
と
い
う

い
人
が
大
臣
に
な
っ
て
い

た
と
は
呆
れ
る
」「
撤
回

で
済
む
問
題
で
は
な
い
」

「
安
倍
首
相
の
任
命
責
任

が
問
わ
れ
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

香
山
氏
の
問
い
に
、
益
川

氏
は
「
研
究
者
は
研
究
だ

け
に
没
頭
す
る
の
で
は
な

く
、
原
発
反
対
な
ど
の
社

会
的
な
運
動
に
積
極
的
に

関
わ
る
べ
き
だ
」
と
の
べ

ま
し
た
。

　
「
軍
学
共
同
」
反
対
の

運
動
を
進
め
る
各
団
体
の

代
表
ら
12
人
が
リ
レ
ー
ト

ー
ク
。「
軍
事
研
究
を
行

わ
な
い
立
場
を
堅
持
し
た

日
本
学
術
会
議
の
新
声
明

を
、
各
大
学
で
も
議
論
を

と
呼
び
か
け
て
い
る｣

（
全

大
教
）
な
ど
の
幅
広
い
取

り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。

下
空
間
底
面
に
シ
ー
ト
を

敷
く
な
ど
し
て
汚
染
物
質

を
封
じ
込
め
、
地
下
水
管

理
シ
ス
テ
ム
を
増
設
し
て

汚
染
地
下
水
の
上
昇
を
抑

え
込
む
こ
と
な
ど
を
提
案

し
た
も
の
。

　

コ
メ
ン
ト
は
、こ
の「
追

加
対
策
」
は
、
汚
染
の
実

態
を
明
ら
か
に
し
な
い
ま

ま
の
無
謀
な
案
だ
と
批
判

し
て
い
ま
す
。
シ
ー
ト
を

敷
く
案
は
、
国
内
で
施
工

さ
れ
た
例
が
な
く
地
震
の

振
動
に
よ
っ
て
シ
ー
ト
の

　

豊
洲
新
市
場
の
土
壌
汚

染
対
策
を
検
討
す
る
都
の

専
門
家
会
議
が
決
定
し
た

追
加
対
策
に
つ
い
て
、
各

務
裕
史
（
元
岡
山
県
農
林

水
産
総
合
セ
ン
タ
ー
農
業

研
究
所
副
所
長
）、
畑
明

郎
（
日
本
環
境
学
会
元
会

軍
事
研
究
・
研
究
の
軍
事
利
用

に
反
対
し
よ
う

　
　
　

日
本
科
学
者
会
議
が
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

豊
洲
土
壌
汚
染
追
加
対
策

「
ほ
ぼ
実
現
不
可
能
」

　
　
　
　

専
門
家
４
氏
が
批
判

長
）
ら
環
境
、
建
築
の
専

門
家
４
氏
は
連
名
で
６
月

14
日
、「
ほ
ぼ
実
現
不
可

能
な
対
策
」
だ
と
批
判
す

る
コ
メ
ン
ト
を
発
表
し
ま

し
た
。

　

専
門
家
会
議
の
「
追
加

対
策
」
は
、
建
物
下
の
地

増
え
る
内
部
留
保

　
　

４
０
０
兆
円
越
え

破
れ
や
は
が
れ
が
懸
念
さ

れ
る
と
指
摘
。
地
下
水
管

理
シ
ス
テ
ム
増
設
案
は
、

同
シ
ス
テ
ム
が
十
分
に
機

能
し
て
い
な
い
原
因
究
明

を
行
わ
な
い
ま
ま
の
提
案

で
あ
り
、「
実
効
性
に
乏

し
い
」
と
指
摘
。「
汚
染

土
壌
を
掘
削
除
去
し
な
い

か
ぎ
り
地
下
水
の
完
全
浄

化
は
困
難
」
だ
と
述
べ
、

都
に
「
市
場
と
し
て
の
利

用
断
念
も
視
野
に
熟
慮
英

断
」
す
る
こ
と
を
求
め
て

い
ま
す
。

研
究
機
関
に
軍
事
研
究
の

協
力
を
求
め
て
い
る
問
題

に
対
し
、
科
学
者
と
市
民

が
連
携
し
て
反
対
運
動
を
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

　

武
蔵
野
市
議
会
で
６

月
13
日
、
日
本
共
産
党
の

本
間
ま
さ
よ
議
員
が
市
議

会
議
長
に
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
同
市
議
会
で
共
産
党

の
市
議
が
議
長
に
選
ば
れ

る
の
は
初
め
て
で
、
か
つ

女
性
議
長
の
誕
生
も
初
め

　

家
計
の
情
報
通
信
費

（
固
定
電
話
、
移
動
電
話
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
、
ケ
ー

ブ
ル
Ｔ
Ｖ
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
接
続
料
な
ど
）
が
急

増
し
て
い
ま
す
。
総
務
省

「
家
計
調
査
」
に
よ
る
と
、

16
年
の
単
身
者
を
含
む
総

世
帯
の
平
均
情
報
通
信
費

は
１
カ
月
１
万
４
０
２
５

円
で
、
11
年
間
で
１
・
２

倍
に
増
加
し
ま
し
た
。
消

費
支
出
に
占
め
る
割
合
も

１
・
45
倍
へ
上
昇
し
て
い

ま
す
（
図
）。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続

料
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
移
動
電
話
通
信
料
が
家

計
負
担
を
重
く
し
て
い
る

　

加
計
学
園
問
題
。「
安

倍
首
相
が
獣
医
学
部
の
新

設
を
ど
ん
ど
ん
認
め
て
い

く
と
発
言
し
た
」「
日
本

獣
医
医
学
会
顧
問
が
全
国

展
開
は
現
実
的
で
は
な
い

と
批
判
し
た
」「
規
制
緩

和
で
歯
科
医
や
薬
剤
師
は

飽
和
状
態
で
、
獣
医
も
同

じ
道
を
歩
む
と
言
う
」「
今

度
は
下
村
元
文
科
大
臣
が

加
計
学
園
か
ら
パ
ー
テ
ィ

ー
券
代
金
２
０
０
万
円
を

受
け
取
っ
た
」「
政
治
資

金
規
正
法
違
反
で
は
な
い

か
」「
萩
生
田
官
房
副
長

官
な
ど
、
関
係
者
の
証
人

喚
問
を
行
い
、
真
実
を
明

ら
か
に
す
べ
き
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

将
棋
の
藤
井
４
段
、
29

連
勝(

26
日)

。「
史
上
最

年
少
デ
ビ
ュ
ー
か
ら
半
年

で
の
快
挙
だ
」「
解
説
者

が
中
盤
ま
で
は
AI
と
同
じ

手
を
打
っ
て
い
る
と
言
っ

て
い
た
」「
将
棋
道
場
に

入
る
小
学
生
の
数
が
３
倍

に
な
っ
た
と
い
う
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

陸
上
短
距
離
で
サ
ニ
ブ

ラ
ウ
ン
２
冠
。「
１
０
０

（
27
日
）。「
営
業
利
益
は

大
幅
増
だ
」「
配
当
金
は

来
年
度
は
１
５
０
円
と
30

円
の
ア
ッ
プ
だ
」「
個
人

電
話
帳
の
廃
止
検
討
が
ニ

ュ
ー
ス
に
な
っ
て
い
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

東
電
元
役
員
の
初
公
判

（
30
日
）。「
原
発
事
故
で

膨
ら
む
情
報
通
信
費

　

  
家
計
を
圧
迫

武蔵野市議会

　初の共産党議長誕生

韓国、脱原発宣言
　新規建設を白紙に
　　再生エネへ転換

と
み
ら
れ
ま
す
。

　

安
倍
内
閣
は
「
未
来
投

資
戦
略
２
０
１
７
」
で
、

IoT
な
ど
を
活
用
す
る
「
ソ

サ
エ
テ
ィ
５
・
０
」
を
掲

げ
ま
す
。
所
得
が
増
え
な

い
な
か
、
情
報
通
信
費
が

ま
す
ま
す
家
計
を
圧
迫
し

ま
す
。

て
で
す
。

　

武
蔵
野
市
で
は
こ
の

間
、
共
産
党
、
民
進
党
、

無
所
属
の
議
員
が
、
市

民
と
の
共
同
の
運
動
を
広

げ
、
超
党
派
の
取
り
組
み

で
、「
沖
縄
新
基
地
建
設

反
対
」「
安
保
法
制
・
戦

争
法
反
対
」
の
意
見
書
を

可
決
し
ま
し
た
。
今
回
の

共
産
党
議
長
の
誕
生
は
、

こ
う
し
た
共
同
の
広
が
り

の
中
で
実
現
し
た
も
の
で

す
。

　

本
間
新
議
長
は
就
任
に

あ
た
り
「
市
民
に
開
か
れ

た
議
会
、
公
平･

公
正
な

運
営
、
少
数
意
見
を
尊
重

し
、
議
会
活
性
化
に
力
を

つ
く
し
ま
す
」
と
語
り
ま

し
た
。

　

韓
国
の
文
在
寅
大
統
領

は
６
月
19
日
、
原
発
の
新

規
建
設
計
画
を
全
面
白
紙

化
す
る
こ
と
を
宣
言
し
ま

し
た
。

　

文
大
統
領
は
、「
韓
国

は
世
界
で
原
発
が
一
番
密

集
し
た
国
に
な
っ
た
」
と

指
摘
。
ま
た
Ｍ
５
・
８
の

地
震
が
昨
年
９
月
、
慶
州

で
発
生
し
た
こ
と
に
も
触

れ
、「
韓
国
は
も
は
や
地

震
の
起
き
な
い
安
全
地
帯

経
営
陣
の
刑
事
責
任
を
問

う
裁
判
は
初
め
て
だ
」「
事

故
前
、
東
電
は
津
波
と
地

震
の
危
険
性
を
認
識
し
て

い
た
」「
勝
俣
元
会
長
な

ど
３
人
は
無
罪
を
主
張
し

た
」「
こ
れ
だ
け
の
重
大

事
故
を
起
こ
し
な
が
ら

誰
も
責
任
を
取
っ
て
い
な

い
。
お
か
し
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
西
日
本
で
大
雨
だ
」

「
１
ヵ
月
予
報
で
は
、
東

日
本
は
雨
が
降
ら
ず
暑
い

日
が
続
く
よ
う
だ
」「
梅

雨
明
け
が
早
ま
る
か
も
し

れ
な
い
」

ｍ
に
続
き
、
２
０
０
ｍ
で

も
優
勝
し
た
」「
フ
ォ
ー

ム
が
去
年
と
大
き
く
変
わ

っ
て
い
た
」「
留
学
先
の

ア
メ
リ
カ
の
コ
ー
チ
か
ら

指
導
を
受
け
た
と
い
う
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
株
主
総
会

で
は
な
い
」「
国
民
の
安

全
を
最
優
先
に
し
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
を
追
求
す
べ

き
」
と
訴
え
ま
し
た
。
ま

た
火
力
発
電
を
減
ら
し
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

増
や
す
こ
と
も
約
束
し
ま

し
た
。

　

韓
国
で
現
在
稼
働
中
の

原
発
は
24
基
。
５
基
が
建

設
中
で
、
さ
ら
に
６
基
の

増
設
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

し
た
。


